平成26年度拡大編集委員会 議事録
　　  日　時　　平成26年10月9日（木）16：00〜16：30

　　　場　所　　神戸国際会議場503+504号室　　　　　　　　　　　　

　　　出席者　　細萱茂実、石井潤一、大澤 進、村上正巳、山館周恒、横田浩充、阿部正樹、

　　　　　　　　伊藤喜久、池田勝義、氏家真二、大久保滋夫，長田　誠、萱場広之、桑 克彦、

　　　　　　　　佐守友博、澤部祐司、静　怜子、清宮正徳、千本松孝明、永井正樹、中山智祥、　　　

　　　　　　　　野村文夫、春木宏介、坂東史郎、坂場幸治、菱沼　昭、三島清司、宮下徹夫、

　　　　　　　　行正信康、渡邉直樹

　　  欠席者　　盛田俊介、池田　斉、石井良和、磯部和正、渭原　博、岡野芳幸、亀子光明、

　　　　　　　　渋谷和俊、杉浦哲朗、高木　康、竹越一博、長井　篤、南木　融、藤巻慎一、

　　　　　　　　舩渡忠男、松原朱實、三橋知明、保嶋　実、和田隆志
　　　議　題　 （1）新編集委員の紹介

　　　　　　　 （2）会誌発行経過、進捗状況報告

　　　　　　　 （3）第21回論文賞選考経過報告

　　　　　　　 （4）ご意見、ご要望など

　　　　　　　 （5）その他

　　　　　　　　　 　a）投稿規定改訂の報告

　　　　　　　　　 　b）１号を分割して５号を復活発行する件　　
　　　　　　　
議　事　録

１．報告事項、

　　　定刻の16時、細萱茂実編集委員長が開会を宣し、論文査読等のご協力に対し感謝の言葉を　

　　述べられた。続いて渡邉直樹理事長がご挨拶し，「JJCLA」の１号を分割して、５号を発行する
    ことになったことを報告した。

　　  以下、議題に沿って細萱茂実編集委員長が説明・報告し、了承された。

１．新編集委員の紹介

　　　資料1の新編集委員について、編集幹事に推薦して頂き理事会で承認を頂いた経過の説明が　

　　あった。その後、出席された新編集委員の自己紹介があった。

２．会誌発行経過、進捗状況報告

1 資料2に基づいて、「JJCLA」Vol.39-1〜Vol.39-5についての発行経過および発行予定につ
いて、総説原稿の入手をはじめ順調に進捗している旨、報告した。

2 資料3の掲載論文の内訳（原著、技術論文などの本数）および資料4の査読結果の内訳に。

　　　ついて説明、報告した。

④資料5の総説執筆一覧表に関連しても、総説原稿は順調に集まっている旨、報告した。

２．第21回論文賞選考報告

　　　最初に、細萱茂実編集委員長がV0l.39-1〜Vol.39-3の論文について、採点にご協力頂いた

　　編集委員に感謝の言葉を述べられた上で、以下の経過説明があった。

　　　編集委員の採点で高い点数を得た上位5編の論文の中から、過去に受賞歴のある１編を除く

　　4編について編集幹事で再審査して最終的に下記２編を決定した経過（特に２編とも同一施設

　　からの受賞になった点について、高い点数を得た論文を優先するべきとの結論に至った経過）

　　について説明し、理事会の承認を頂いた旨の報告があり了承された。

　　(1)「アルブミンの測定法変更が病態識別に与える影響」（JJCLA Vol.38-No.1）
　　　　　 清宮正徳（千葉大学医学部附属病院検査部）
　 （2）「肝胆道疾患患者における尿中ビリルビンと
         各種腎機能検査マーカーの関係」（JJCLA Vol.38-No.1）
         　内本高之（千葉大学医学部附属病院検査部）
３．ご意見、ご要望など

　　・利益相反（Conflict of Interest：COI）について、日本臨床検査医学会では開示の準備が

　　　進んでいるが，本会でも開示の検討していく必要があるのではないかとの意見が出された。

　　　細萱茂実委員長からは、JJCLAの論文は機器・試薬の検討、評価に関する論文が多いという

　　　特殊性もあり、他学会の動向などを見極めながら検討していきたい旨の答弁があった。

　　・論文の書き方で稚拙なものが見られるので，書き方のモデルを作成する必要があるのではな

　　　いかとの意見が出されたが，今回の投稿規定の改訂でCorresponding author制度を導入し

　　　たことで、その点は改善されると思われるので、少し様子を見たい旨、答弁した。

４. その他　　

a) 投稿規定改訂について、昨年の拡大編集委員会での提言もあり，Corresponding Author制　

　 度、原稿はWordファイルで作成すること、論文投稿時の著者チェックリストの提出、他に

　 誤字誤植などを修正した改訂投稿規定を作成し、７月１日以降の投稿に適用した旨の報告
   があった。今後とも編集委員のご意見を頂きながら，改訂していきたい。　

　　b) 「JJCLA」は過去２年間、財政上の問題で、５号と１号を合併号として発行していたが、理

　　　事会の承認を頂き、今年度から合併号を解消して従来通り５号を発行することになった旨の

　　　報告があった。

　　　
    以　上                                                                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

